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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 増永　洋祐

福岡県バスケットボール協会

全九州大会１回戦、大分県２位大分対宮崎県１位延岡学園の対戦、大分のスターティングメンバ―は、＃４、＃５、
＃８、＃１０、＃１４、延岡学園のスターティングメンバ―は、＃７、＃８、＃１０、＃１３、＃１５で試合開始。第1Q、まず
は延岡学園が＃８の３ポイント、＃７の速攻でリズムを作る。その後＃１５がオフェンスリバウンドから確実にゴール
下を決め点差を広げる。対する大分は＃１４の３ポイントを中心に、＃４、＃８、＃１０のミドルで得点を重ねるが第１
Q終了間際、延岡学園＃１０と＃１３の連続３ポイントが決まり、２０－３１と延岡学園が１１点リードで第１Q終了。第
2Q、大分は延岡学園＃１５へのプレッシャーを強めアーリーオフェンスから少しずつ点差を縮めようとする。一方延岡
学園は＃１５が引き続きゴール下で優位を保つ。大分のファウルが重なったこともあり、フリースローも含めて前半で
３１得点の大活躍を見せる。３６－５２と延岡学園がリードを１６点に広げ前半終了。第3Q開始早々、大分が延岡学
園＃１５へのパスをカットし＃４の速攻につなげ先制点を挙げる。その後も積極的にオフェンスリバウンドをに飛び込
み＃８、＃１０、＃１４の３ポイントで追い上げる。対する延岡学園は＃１５のゴール下に加えて＃１３の連続得点で
リードを広げ第３Qは５２－８０で終了。第4Q序盤大分はディフェンスのプレッシャーを強め速攻に持ち込むもフィニッ
シュが決まらず苦しい展開に。それでも＃８、＃１０、＃１４の３ポイントでなんとか食らいつく。延岡学園は外角の
シュートに対する厳しいチェックと途中交代の＃５がゴール下で踏ん張り簡単には追いつかせない。リードを守った
延岡学園が６８－１００で勝利。大分は粘り強いディフェンスと確率の高い３ポイントで追い上げたが終始インサイドで
優位を保った延岡学園が２回戦へ駒を進めた。
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第2副審 萩原 春乃

主審 山中　萌衣

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 篠原 正則

(土) 9:00

コート Dコート 第1試合

カテゴリー 女子 1回戦
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